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3 期に区分され、論文の問題意識に即して、このうち同誌最盛期にもあたる第 2 期（1976
～2006 年）にとくに焦点が当てられる。第 2 期はさらに会員数の動向を主な指標に 3
つの期（「助走期 1976-1979 年」、「拡大期 1980-1994 年」、「成熟期 1995-2006
年」）に区分され、それぞれ「人・活動・組織」および「紙面・内容・言説」の 2 つの
観点から論述される（第 3 章～第 8 章）。その後に、会員女性の視点からみた『わいふ』











































第 2 に、叙述を裏付けるデータの豊かさである。創刊号からの 300 号を超える『わ
いふ／Wife』誌、第 2 期編集長、副編集長を中心とする同誌編集部および関係者への
繰り返しインデプスインタビュー（8 名、延べ 18 回、計 40 時間余）、会員への質問紙
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以上の論文審査および最終試験の結果、審査委員の全員一致で、本学位請求論文を学
術的要求水準を十分に満たすものと認め、合格と判定した。 
